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昭和62年度 地まき増殖ホタテガイ実態調査

兜森 良則･封馬 廉介･t榊 昌文･小倉大二郎･青山 禎夫

本調査は､昭和61年産の地まきホタテガイを対象に､昭和62年9月29日～11月5日の間に､陸奥
湾内10漁協､支所において実施した(調査漁具は例年どおり桁網を用いた)0

実施にあたりご協力いただいた､青森､むっ地方水産業改良普及所および関係漁業協同組合の方

々にお礼を述べる｡

結果および考察

各漁協 ･支所からの聞き取り調査によれば､61年産員の放流実績は表 1のとおり｡

衰 1 漁協 ･支所別放流枚数

漁協 .支所 年 内 放 流 年 明 放 流
備 考放流枚数倣) 放 流 時 期 放 流枚数牧)

放 流 時 期平 舘 村

0 0蟹 田 町 0

5,500,000 4月蓬 田 村 17β02,663 12/8-13 0

* 潟 0 2,746,000 3/10-12三E日森市 奥 内油 川沖 舘青 森造 道原 別 00不 明 0不 明 0 0300,000不 明 0不 明582,000

1/16-223/ll-14 130-

140枚/K960枚/kg野 内 0 5,460,000 3月下旬

久 菓 坂小 計 00 3,370,0009,712,

000 3月下旬 55W Kg辛内

町 土 屋 6,000,000 1

2/3-4 0茂 浦 6,4

20,000 12/8 0浦 田 6,059,955 12月 0東 田

沢 26,000,000 12月 0小 湊活

水 川小 計 9,150,000053,629,955 12月
000野 辺 地 町 0 39,37

0,000 3月上～中旬横 浜 町 30,40
0,000 12/7-8 ll,400,000む つ 市 0 107,304,000 4月

田 名 部 0 12,040,000 3/14-30川 内 町 103,130,00



全湾の放流数は約4億1千3百万枚で､昨年より約1億1千3百万枚で､昨年より約1億枚減少し

たものの､まだ過剰放流の状況にあった｡放流数の推移を図 1に示す0

漁協 55 56 57 58 59 60 6
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表2 調査結果

漁協支所放流月日 調査月日 調査時 採 捕 採 捕 へ い 平 均 平均放 平 均
平均軟 果常員曳網面 生 員 死 目 死 率 殻 長

流時殻 全重量 休部垂 出現率積 抑 紋) 牧)

(%) bd 最 山 ;9) 量■(9) (%)蟹 田 町 年明 10.5 706 1,350
1,768 56.7 7.6 5.9 43.8 ll.0 26.7

934 983 673 40.6 7.7 6.0 41.6 9.4 26.7蓬 田 村年内 10.5 399480221 6370307 240

58 3.615.9 7.57.7 3.43.8 36.344.6 10.812.4 3.36.7後 潟
年明 10.19 258301 2,1101,496 5773 2.64.7 8.4

5.4 62.2 15.6 0辛内町 土 年内 10.26

266 440 92 17.3 6.9 3.4 38.0 ll.6 6.仁266

526 34 6.1 7.7 3.5 55.1 16.5 3.3茂.I年内
10.28 372 1,195 746 38.4 6.0 3.4 2-?.早 5.5 3.3452 2,204 520 19.■1 6.0ー~ 3.6一 p22AJ 5.7 6.7

野辺地 年明 10.26 272363 4897 3052 38.534.9 7.0 5.3 38;6 ll.6 20.0横 浜 町年内 ll.5 278 980 110 10.1 6.6 3.9

35.8 9.9 4.0む つ 市川 内 町脇野沢 ､全合計平 ニ年明年内年明年内年明 10.79.2910.6 575

142 78 6.4 6.9 5.3 34.1 8.6 3.3

387 80 1 1.2 6.7 5.2 29.8 7.2

0454 45 1 2.2 6.7 5.2 32.0

7.2 0387 192 6 3.0 6.5 5.2

28.9 6.5 10.0267 272 4 1.4 6.5 3

.-1 3b二4. 7.2 0343 163 9 5.2 6.7 3

.13.5 35.5 8.0 -0887 3,648 258 6.6 6

.0 23.6 5.0 6.0532 1,350 168 ll.1 7.0 35



表2と図2には各漁協 ･支所ごとの調査結果を示す｡

調査時の成長は､地域的にみると上磯方面が大きく､下北方面にいくにつれて小さかった｡しか

し正常な生員の比率は各漁協 ･支所ごとに大きな差があった｡

図3に正常な生貝の割合の推移を､図4には殻長と全重量の推移を､昭和55年産員から示す.

55 56 57 58 59

60 61年産貝図3 正常生貝の割合の推移

55 56 57 58 59 60 61年産貝図4 殻長と全重量の推移(●) (○)正常

生員の割合は60年産員が88%と最も高かったが､61年産貝は78.7%とやや低下した｡成長(

殻長 ･全重量)は60年産員が最低であったが､61年産員はわずかではあるがよくなった｡しかし59年産以前の程度には達っしなかった｡60年産員以後この ｢死にはしないが大きくならない｣と

いう現象

を呈する地まき増殖の進め方が適当であるとは考えにくく､両者の値が高くなることが期待される

｡表3に大型底生生物の入網数を示す｡地まき漁場に



表3 大型底生生物入網数 (100〝㌔換算値)

I
tt4
-

漁 協 水深(m) ヒト イト ス モ ア ク -Iチ 辛夕 エゾ ツ キウ夕 ･ヒ ナ ア エゾ ア マ 辛 カヽ スボヤ エボヤ ホチ ヤ AE】マ辛 ナヒ ヽヽヽ,ジ カヒ モヒ リン ムラ ノヾ ガル サン メ工や ガ カ イシ カ ナ ンコ シ■ノヾ ヨウウ ド 計支 所 ヒト ト ガ ト ト ヒト
サ辛ウ フンウ ウ シヨ ソボ - ザ カゲガ ガ マ S ンS チズンS カ-l

lT -～7- チ イ -ll7- -1Tt7- -.㌔7- - I I ウニ ラ シ ラ イ イ コ P P キP リ蟹 田 町 16.016.0 0.40.4 0.62.5 0.3 3.07.2 02 0.622.6 0.10.3 0.8 0.4 0.1 0.14.0 0.6 6238.

0蓬 田 町 15.315.214.3 1.3 7.010.624.9 0.5 0.5 7.543.0 0.50.61.4

0.34.5 0.46.8 9.119.181.6後 潟 16.718.0 1.0 436.0

59.353.5 0.4 1.62.0 10.55.6 0.40.7 16.568.8辛内町 土 屋 9.0

9.6 1.5 7.50.818.08.3 28.6 2.3 7.5 0.8 63.1

12.2茂 浦 17.317.0 222.933.30.9 221.8 6.2

1.13.5 0.9 4.3 0.9 1.11.8 3.21.8 47420.7野 辺 地 町 20.010.0 1.12.5 0.40.6 0.6 2月 23.50.8 2.96.3 0.4 0.4 28.713.6横 浜 町 20.0 3.6 8.6 0.4 15.1 27.7む つ 市川 内 町脇 野 沢 村合 計 18.017.020.0?3.016.510.837.032.8 1.7




